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１.はじめに

平成 20 年告示学習指導要領（文部科学省 2008a）では、中学校技術・家庭科技術分野（以下、中学校

技術科と略記）の「C生物育成に関する技術」において、食料、材料、燃料、エネルギーなどの原料となる

「微生物を含む動植物の生産」が学習対象となっている。加えて、平成29年告示学習指導要領（文部科学

省 2017）では、中学校技術・家庭科技術分野の「B生物育成の技術」にて「作物の栽培、動物の飼育及び

水産生物の栽培のいずれも扱うこと」になり、これまで選択的な扱いであった「動物の飼育」が 2021 年 4
月から必修化される。現在、教育における学校飼育動物や愛玩動物の扱いに関するガイドラインとして、「学

校における望ましい動物飼育のあり方」（文部科学省 2003）や「動物の適正譲渡における飼い主教育」（環

境省 2011）が提示されており、「動物介在教育」や「動物飼育体験」、「食農教育」など様々な教育活動が

実施されている。普通教育の生活科では動物に触れる学習が行われ、理科では動物の構造を学び、社会科で

は産業の一つとして動物の飼育を取り上げている。しかし、生活と密接にかかわる食料等の生産技術に関す

る教育については実践例がほとんどない。今後、動物について学習するうえで、食料や原料を生産するため

の生物育成技術の概念形成が求められる（文部科学省 2017）。 
学習対象となる動物には、ウシ・ニワトリ・ブタ等の農用動物やカイコ・ミツバチなどに加え、愛玩動物

や実験動物も当てはまる。「動物の飼育」でもこうした動物を題材にした学習活動が期待されるが、設備不

足や作物に比べて育成期間が長いことなどに鑑みて実践が困難であるのが現状である。立川・田中（2009）
は学校での動物飼育について、愛情飼育やいのちの飼育といった愛玩に近い目的で動物を飼育する例が大

半を占める一方、家畜飼育のように生産の一環として飼育している学校がほとんどないことを報告してい

る。加えて、「動物の飼育」を学習するための設備不足や、教員の学習・指導経験の不足等が挙げられる。

新学習指導要領解説（文部科学省 2018）では「飼育する動物の性質や習性、食性、生理や発育の状況な

どについて考慮する必要があることや、目的に応じた最適な飼料の選択や給餌、給水、糞尿の処理等の管理

作業、気温や採光、換気等の育成環境を調整する技術があること」の理解が提示されているものの、「動物

の飼育」に関する具体例に乏しく、教育内容の精査が喫緊の課題といえる。 
教育内容の検討にあたり、本研究では中学校の学習指導要領や教科書等において家畜が記載の中心であ

ることに鑑み、専門教育の高等学校「農業」の畜産分野に着目した。畜産分野では肉や卵、乳などを生産す

るため、食生活とも深くかかわりがあり、中学校技術科の生物育成の延長上に位置する学習といえる。教育
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内容の検討では、人間と学問の関わりを最先端の個別学問成果からとらえ、学問の内容がこどもの成長・発

達にどのように寄与するかを明らかにする教科内容学の視点が必要との指摘がある（田中 2015）。増井・

西園（2011）は教科内容学的アプローチの初期段階にて、教科のもとになる学問・科学・芸術等の認識論的

定義をし、そこから教科内容構成の原理を析出し、そのうえで教科内容構成の柱を導入するとしている。そ

の後、教育実践の視点から教科内容構成の理論を捉え直し体系化を行っている。 
本研究では、「動物の飼育」の教育内容を検討するにあたり、教科内容学の初期と位置づけ、既往研究で

示された「作物の栽培」（荒木ら 2016）および「水産生物の栽培」（荒木ら 2017）の生物生産に関する

知識・技能の基礎概念の枠組みと概念間の関連性を基に、「動物の飼育」の生物生産に関する基礎概念の枠

組みを整理することを目的とした。 

２.方法 

生物育成の教育内容の検討にあたり、佐藤ら（2018）は教科内容構成の形成過程を「学習指導要領と教科

書に則りながらも、それらを越えて子どもの発達段階や学習状況、教科内容の系統性・原理を考慮して、ど

の段階でどのような内容・教材を用いて指導するのが相応しいのかを検討・計画する」プロセス(1)と「全体

の指導計画の中に位置づけて、各授業の指導案を作成して実施した後、授業を振り返り改善を行う」プロセ

ス(2)の2段階で捉えている。本研究はプロセス(1)の教科の認識論定義と位置付け、「畜産に関わる専門学術

分野の資料から基礎概念の枠組みを定義」し、動物の生産における基本的な概念を捉えることをねらいとし

た。また、日本産業技術教育学会は「21世紀の技術教育（改訂）」（日本産業技術教育学会 2012）に引き

続き検討された「技術教育内容の例示」（日本産業技術教育学会 2014）において、生物育成技術の内容

構成を整理している。そこでは大項目「生物育成技術の基礎」の中に、小項目「農林水産物、飼育動物の性

質、生長条件に関する知識」、「生物育成環境の管理に関する知識」および「生物育成方法に関する知識」を

示し、項目に準じて小学校から高等学校段階における教育内容を提示している。この内容構成原理に準じ、

生物を生産するうえで欠かせない基礎的な概念を体系化したものを本研究では生物生産の基礎概念と定義

する。 
生物生産を構成する基礎概念に関して、「作物の栽培」および「水産生物の栽培」と関連のある学術分野・

教育分野の文献資料を基に、「作物の栽培」と「水産生物の栽培」に関する概念を整理し、生物生産にかか

わる基礎概念の枠組みが構築されている（荒木ら 2016；荒木ら 2017）。本研究ではこれらの先行研究にな

らい、「動物の飼育」の生物生産に関する基礎概念を整理するうえで「動物の飼育」にかかわる学術分野と

教育分野の文献資料を調査し、「動物の飼育」に関連する用語を抽出した。関連用語の抽出にあたり、①生

物生産に関連のある用語を抽出すること、②用語間のまとまりのスケールを考慮すること、③「生産」や「飼

育」といった動物の飼育を一括りで表す用語は抽出しないこと、④人名や地名は抽出しないことに留意し

た。本研究では、研究対象の中心を「畜産」とした。 

2-1 学術分野の資料 

学術分野の資料には、平成 28 年度科学研究費助成事業系・分野・分科細目表（文部科学省 2016）（以

後、科学研究費助成事業分野細目表）、学術団体の学会プログラム（日本畜産学会 2016；日本獣医学会 
2016；日本生態学会 2016）、『新編畜産学用語辞典』（日本畜産学会(編) 2012）を用いた（表1）。科学

研究費助成事業分野細目表（文部科学省 2016）は、科学研究費助成金の審査で専門領域を区分する際に

用いられる資料であり、各専門領域の研究トピックが整理され、細目にキーワードが提示されている。本研
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究では、農学分野から［動物の飼育」に関連のある計1分科2細分を対象とし、各細分のキーワードから72
語を抽出した。学術団体は、日本学術会議協力学術研究団体に認定され、「動物の飼育」と関連の深い日本

畜産学会（日本畜産学会 2016）、日本獣医学会（日本獣医学会 2016）、日本生態学会（日本生態学会 
2016）を調査対象とし、学会が開催する全国大会のセッション名から43語を抽出した。また、畜産学の用

語を網羅し、用語を整理している『新編畜産学用語辞典』（日本畜産学会(編) 2012）の総合索引を対象と

し、463語を抽出した。 

2-2 教育分野の資料 

教育分野の資料には、学術分野に近い性質を有する農業系の大学教育と高校農業科の専門教育で扱われ

る用語を抽出するために、日本技術者教育認定機構（JABEE）（農学（畜産））に認定されたシラバス（明治

大学農学部 HP；三重大学生物資源学部 HP）、高等学校学習指導要領（文部科学省 2008c）、農業高等

学校「農業科学基礎」（塩谷ら 2012）・「農業と環境」（塩谷ら 2015）・「畜産」（近藤ら 2015）の教科書

を調査対象とした。一方、普通教育において現時点でどの程度の動物生産に関する用語が記載されているか

把握するために中学校学習指導要領解説技術・家庭編（文部科学省 2008b）、中学校技術・家庭科技術分

野の教科書（3社）（安東ら 2015；佐竹ら 2015；田口ら 2015）を基に、教育分野で使用されている用

語を抽出した（表1）。 
日本技術者教育認定機構は、技術系の学協会と連携して、理工農学系大学における技術者教育プログラム

の認定を行うものである。農学分野に認定された大学が、M大学農学科食糧生産・環境コースとM大学生

物資源学部の2大学であることから、本研究では各大学が公開するシラバスを対象として51語を抽出した

（表 1）。高等学校では専門学科において「農業」が指導されている。本研究では、高等学校学習指導要領

（文部科学省 2008c）における“第2章各教科第1節農業”の本文中に記載される用語のまとまり、および

「農業科学基礎」（J 社）（塩谷ら 2012）、「農業と環境」（J 社）（塩谷ら 2015）、「畜産」（J 社）（近藤ら 
2015）の教科書の索引から計 439 語を抽出した。同様に、中学校技術科での指導内容を規定している最小

限の基準であり、その基準を詳しく解説した中学校学習指導要領解説技術・家庭編（文部科学省 2018）
の本文および、中学校技術・家庭科技術分野の教科書（3社）（安東ら 2015；佐竹ら 2015；田口ら 2015）
の本文から23語を抽出した。 

表 1 分析に用いた資料の区分，抽出対象，および抽出用語数 

資 料 名 抽出対象 抽出用語数 

学
術
分
野

科学研究費助成事業分野・分科・細目（畜産学分野）12) キーワード 1 分科 2 細分 72 語 

学術団体の学会要旨集（日本畜産学会 15)，日本獣医学会 17)，日本生態

学会 20)） セッション名
3 学会 

43 語 

新編畜産用語辞典 16) 総合索引 1 冊 463 語 

教
育
分
野

JABEE 認定（農学（畜産））大学シラバス（M 大学農学科食糧生産・環境
コース 21)，M 大学生物資源学部 22)）

講義名 
2 大学 
51 語 

高等学校学習指導要領解説農業編（畜産）11) 本文 

4 冊 
439 語 農業高等学校「農業科学基礎」25)，「農業と環境」26)，「畜産」6)の教科書

（Ｊ社） 
索引 

中学校学習指導要領解説技術・家庭編 10) 本文 
4 冊 
23 語 

中学校技術・家庭科技術分野の教科書（K 社 1)，KT 社 23)，T 社 27)） 本文 
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３.結果と考察 

動物の飼育の生物生産を構成する基礎概念の枠組みを表 2 のように整理した。動物の飼育の基礎概念の

区分は、作物の栽培および水産生物の栽培と同様に、生産物を育成する「A 一次生産」、収穫物を簡易に加

工する「B二次生産」、生産物の育成と利用にかかわる「C計画・評価」、生産物の利活用に関する「D消費・

利用」に区分された。 
作物の栽培に比べ、「A-2環境」に関する用語が少ない反面、「A-3生物管理」に関する用語が多く認めら

れた。「A-3生物管理」は、ふ化・分娩から幼個体の育成までを「前期」、肥育の段階を「中期」、収穫の段階

を「後期」に分類し、すべての工程にかかわる給餌などを「全期」に区分した。また、動物の飼育は、畜産

だけでも養牛や養豚、養鶏などと用途が多様であることから、「分類・育種」や「生理・生態」に多くの用

語が抽出された。また、教育分野の中学校の資料には空欄が多いが、これは専門教育と普通教育の教育目的

の違いに起因すると考えられる。 

3-1 「動物の飼育」を構成する基礎概念の区分 

「動物の飼育」の生物生産を構成する基礎概念の枠組みを整理した結果、生産物を育成する「A 一次生

産」、収穫物の貯蔵・簡易な加工に関する「B二次生産」、飼育に関する計画・評価を表す「C計画・評価」、

生産物の利用や使用にかかわる「D消費・利用」に区分でき、「作物の栽培」（荒木ら 2016）ならびに「水

産生物の栽培」（荒木ら 2017）との整合性がとれていた（表2）。表2の教育分野では、高等学校と中学校

において学習指導要領と教科書とで重複する用語が多いことからまとめて表記した。以下に、各区分の構成

要素について述べる。 

(1)一次生産 

「A一次生産」は、育成の対象である「A-1生物」、動物を育成する環境に関する「A-2環境」、動物の成

育を調整する「A-3生物管理」、収穫した動物の「A-4品質・収量」に分類した（表2）。さらに、「A-1生物」

は、ウシやブタといった生物の種類や、乳牛や愛玩動物といった動物の用途、遺伝や育種などの品種の創

出・選定にかかわる「分類・育種」、生体機構や生殖器といった生物の器官や形態などの「構造・機能」、食

性や習性のほか、性現象の生理や消化などを表す「生理・生態」、動物の成長過程を表すふ化や初産などを

含む「成長」に細分した。畜産だけでも動物種や品種、さらには乳牛や養豚、養鶏、愛玩、実験動物といっ

た用途が多様であることから、「分類・育種」や「生理・生態」に多くの用語が抽出された。 
「A-2環境」は、暑熱・寒冷や季節変動などの「気象要素」、接地面としての「土壌・水要素」、寄生虫病

やワクチンといった動物に影響をもたらす「外的生物要素」に細分し、畜舎や施設利用型畜産といった育成

する場所や様式を表す用語を「生物生産システム」に分類した。このうち「気象要素」は動物の育成上、直

接的な影響を受けにくいことから大規模な現象を表す用語に限定した。また、病気については生物に由来す

るものを「外的生物要素」とし、生物由来でなかったり原因が特定されない疾病等の用語は、後述する「A-
3生物管理」の「全期」に分類した。なお、本研究では「環境」を「主体を取り巻く外囲であり、作用反作

用を及ぼし合うその範囲」と定義し、飼育対象となる動物を取り巻く環境と、一般社会における人間を取り

巻く環境（広義の社会環境と自然環境）とに分けて用いていることにした。前者は「A-2環境」とし、後者

は「C-2社会・自然とのかかわり」に含めた。「動物の飼育」では、「作物の栽培」に比して「A-2環境」に

関する用語が少なかった。「A-2環境」の「土壌・水要素」に関して、「動物の飼育」では土壌・水に対する

汚染などの影響に関する用語が多かった。 
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表 2 「動物の飼育」の生物生産を構成する基礎概念の枠組みと付随する用語 

 
  

基 礎 概 念 の 区 分 

学 術 分 野 

科学研究費助成事業分野
の細目のキーワード 

（農学の 1 分科 2 細分） 

学術団体のセッション 
（畜産学関連 3 学会） 

畜産学用語事典 
の総合索引 

A 

一次 
生産 

A-1 
生物 

分類・
育種 

育種、畜産物、遺伝、ゲノ
ム、遺伝子工学、野生動

物、実験動物、疾患モデル
動物、コンパニオンアニマル 

産業動物、小動物、進
化、育種、遺伝 

家畜、乳牛、肉牛、豚、鶏、羊、マウス、モ
ルモット、ウサギ、実験動物、家畜の種

類、ブロイラー、遺伝、育種の原理、免疫
遺伝、遺伝資源の保存、品種、家畜の改
良、他 40 語 

構造・ 
機能 

組織、解剖、細胞機能、細
胞工学、幹細胞 

獣医解剖、形態 家畜の生体機構、家畜の体構造、生殖
器、内臓、卵子、産毛、他 9 語 

生理・ 

生態 

代謝・内分泌制御、生理、内
分泌、免疫、生体防御、生

体情報、生態、行動、繁殖 

生理学、生化学、生
理、免疫、行動、動物

群集、群落、動物個体
群、動物生活史 

配偶子の生理、繁殖とホルモン、性現象の
生理、物質代謝、エネルギー代謝、ストレ

ス、消化、吸収、生体の反応、他 41 語 

成長 
発生・分化、発生工学、エピ
ジェネティクス 

動物繁殖、獣医繁殖
学、繁殖、生殖工学 

性分化、初期発生、胚子器官の形成、卵
形成、他 6 語 

A-2 
環境 

気象 

要素 

  
暑熱と家畜、寒冷と家畜、光と家畜、音と
家畜、有害ガス・塵埃と家畜 

土壌・ 
水要素 

糞尿処理 
 

家畜排泄物の処理と利用、排水処理、悪
臭処理、フン尿の肥料価値とその利用、家

畜排泄物による環境汚染、他 6 語 

外的 

生物 
要素 

家畜衛生、病原微生物、人

獣共通感染症、寄生虫、防
疫、疫学 

寄生虫、微生物学、細

菌、ウィルス、家禽疾病
学 

家畜の衛生、伝染病、寄生虫病、家畜の

飼育形態と衛生、伝染病防除の方法、感
染性繁殖障害、他 7 語 

生物 
生産 

シス 
テム 

施設・生産システム、放牧 
 

畜舎と施設・機器、牛舎と付属施設・機

器、草地の分類、放牧管理、放牧施設・機
器、牛舎の種類と特徴、搾乳・牛乳処理・
出荷の施設・機器、多頭羽飼育と衛生、他

26 語 

A-3 

生物 
管理 

全期 

栄養・飼養、飼料、獣医公衆

衛生、治療・看護、疾病予
防・制御 

公衆衛生学、栄養、飼

養 

飼料とその配合・給与、飼料価値の判定、

飼料の加工・貯蔵、サイレージ、飼料作物
の分類、配合飼料の生産・流通の動向、
家畜の栄養、環境の測定と制御、他 57 語 

前期 
臨床繁殖・産科 

 
繁殖の人為的支配、交配法、近親交配と

交雑、人工授精、初生子の疾患、他 7 語 

中期 
  

肥育 

後期 
   

A-4 
品質・ 
収量 

 

  
乳、肉、卵、筋肉と食肉、卵の食品価値、
他 14 語 

B 
二次 
生産 

  

  
市乳、乳製品、食肉の加工、卵の加工、食
品衛生 

C 

計画・
評価 

C-1 

計画・ 
評価 

 

動物福祉・倫理、動物管理・
福祉 

 
畜産物の需要と生産の長期見通し、酪農
近代化基本方針、家畜改良増殖目標、選

抜試験の評価、品種・系統間の交雑と能
力の予測、乳牛の栄養判定、他 21 語 

C-2 
社会・ 
自然 

との 
かか 
わり 

 

畜産バイオマス、畜産経
営、畜産物流通、心理、再
生医療、イメージング、草地 

保全、生態系管理、動
物と植物の相互関係、
外来種、生物多様性、

野生動物学、畜産経営 

畜産教育、畜産の経営、畜産の流通、世
界の畜産事情、畜産関係法規、家畜の起
源と歴史、環境の保全、畜産経営と土地

利用、競馬、酪農振興法、家畜改良増殖
法、畜産教育、畜産物の国際貿易、畜産と
公衆衛生、他 93 語 

D 
消費・

利用 

  
動物介在 畜産物利用（肉）、畜産

物利用（乳）、動物介在 
畜産物とその利用、国民生活と畜産物消
費 

-111-



表 2（続き） 「動物の飼育」の生物生産を構成する基礎概念の枠組みと付随する用語 

  

基 礎 概 念 の 区 分 

教 育 分 野 

JABEE 認定（農学（畜
産））大学カリキュラム
の講義名（2 大学） 

高等学校学習指導要領の本文、 
農業高等学校「農業科学基礎」、「農業と環

境」、「畜産」の教科書の索引 

中学校学習指導要領

解説技術・家庭編の本
文、中学校技術・家庭
科技術分野の教科書

の索引（3 社） 

A 
一次 
生産 

A-1 
生物 

分類・
育種 

遺伝学、遺伝子工学、 

分子遺伝育種学、資源
動物学、遺伝学概論、
動物遺伝資源学、動物

育種学 

愛玩動物、褐毛和種、一代交雑種、役畜、家

畜、黒毛和種、子牛、使役動物、実験動物、ジ
ャージー種、JAS 地鶏、シャモ、少産鶏、地鶏
肉、展示動物、肉牛、乳牛、農用家畜、伴侶動

物、ホルスタイン種、和牛、雑種強勢、血統、改
良、他 56 語 

家畜、動物の家畜化 

構造・ 

機能 

細胞生物科学、生物機
能化学、分子細胞生物
学、分子生物学 

iPS 細胞、峡部、筋胃、後躯、三枚冠、子宮角、
子宮部、若羽、素のう、体細胞数、反すう胃、他
35 語 

 

生理・ 

生態 

生理学、動物生理学、
基礎生化学、動物生態
学、動物行動学 

アドレナリン、下垂体後葉ホルモン、換羽、受
精、発情、季節繁殖性、繁殖能力、消化吸収、
栄養素の代謝、行動的な特性、他 50 語 

習性、食性、繁殖 

成長 
 

自然ふ化、初産、同腹子豚 
 

A-2 
環境 

気象 
要素 

グローバル気象学、大

気科学、生産気象学、
微気象学 

季節変動 温度調節 

土壌・ 

水要素 

土壌学、土壌物理学、
水理学、土地資源学 

家畜排せつ物法、浄化処理、堆肥化、堆肥化
処理、ふん尿処理施設、メタン発酵法、家畜廃
棄物の価値とその利用、他 6 語 

除ふん、家畜排せつ物
法 

外的 
生物 
要素 

昆虫制御学 家畜伝染病、家畜伝染病予防法、混合ワクチ
ン、サルモネラ症、大腸菌症、予防接種、ワクチ
ン接種、宿主、他 18 語 

 

生物 
生産 
シス 

テム 

生産システム学、食料
生産システム学、動物

生産学、動物生産学概
論、動物環境学、生産
環境学 

アグロフォレストリー、開放型畜舎、ギガファー
ム、飼育密度、施設利用型畜産、周年放牧、消

毒槽、繋ぎ飼い牛舎、放し飼い牛舎、福祉ケー
ジ、メガファーム、酪農、草地の管理、飼育形
態、他 36 語 

飼育環境、乳牛の飼育 

A-3 

生物 
管理 

全期 

循環飼料学、草地・飼
料生産学 

エコフィード、えづけ、完全配合飼料、給餌、飼
養標準、飼料、飼料効率、スターター飼料、制
限給餌法、定量給餌法、栄養と栄養素、他 63

語 

管理技術、給餌、給
水、病気の予防、動物
を育てる技術 

前期 
動物資源繁殖学 種卵、転卵、入卵、ふ卵器、人工授精、人工ふ

化、肛門鑑別法、去勢、除角、他 29 語 

 

中期 
 

肥育、肥育期間、肥育豚、肥育素牛 
 

後期 
 

搾乳、ディッピング、産卵、せり取引、庭先取引 搾乳 

A-4 
品質・ 

収量 

 

 
検卵、生産情報公表 JAS 規格、DFD 豚肉、転
換率、枝肉格付、枝肉歩留、正肉歩留、生乳、

品質、他 24 語 

 

B 

二次 
生産 

  
食品プロセス工学、食

品衛生学、食品化学、
食品機能化学 

燻製、常乳、ホームスパン 
 

C 

計画・
評価 

C-1 

計画・ 
評価 

 
技術者倫理 農業生産工程管理（GAP）、リスク分析手法、体

型審査、家畜の選択、飼育の評価、品種の選
定、作業管理、他 13 語 

 

C-2 
社会・ 
自然 

との 
かか 
わり 

 

環境保全生態学、食
料・資源経済学、食料・
農業政策学、生態圏循

環学、地域資源利用
学、職業指導、緑地植
物植栽学、動物保全生

態学、緑地工学、農業
経営学、食料・農業経
済学 

FTA、関税、環太平洋パートナーシップ協定、国
家貿易品目、食育、食農教育、食品安全委員
会、WTO、TPP、動物介在教育、トレーサビリテ

ィ、畜産経営、畜産の役割、生産費、流通、他
18 語 

バイオマス、環境・衛生 

D 
消費・
利用 

  
動物資源機能利用学 動物介在活動、動物介在療法、動物療法、障

がい者乗馬、セラピー 
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「A-3 生物管理」は、動物の飼育を時系列でとらえ、すべての工程にかかわる給餌などを含む「全期」、植

物の栄養成長に該当する個体の成長を主とするふ化・分娩から幼個体の育成までの「前期」、植物の生殖成

長に該当する筋肉・卵といった利用対象の出荷あるいは生産準備を主とする期間の「中期」、植物の収穫段

階に該当する産乳・産卵・肉畜の出荷を行う「後期」に区分した（表2）。「全期」には給餌に関する飼料の

種類や配合などの用語が含まれた。また、「前期」に該当する用語には人工授精や交配法をはじめ、子牛を

対象とした除角や去勢などの用語が確認された。「中期」は肥育に関する用語が、「後期」には出荷や搾乳、

産卵といった用語が抽出された。「前期」に相対的に多くの用語が認められたことは「作物の栽培」2)でも同

じ傾向にあったが、「動物の飼育」ではより顕著であった。 
「A-4品質・収量」には、検卵や JAS規格、枝肉歩留、転換率といった品質や収量に関する用語を当ては

めた。 

 (2)二次生産 

「B 二次生産」には、ポストハーベストとしての加工に関する用語が該当し、食肉・卵の加工、乳製品、

食品衛生、燻製といった用語が抽出された（表2）。「動物の飼育」において加工を前提とした生産が多いこ

とが、「作物の生産」（荒木ら 2016）や「水産生物の栽培」（荒木ら 2017）との相違点といえる。 

 (3)計画・評価 

「C計画・評価」は、畜産物の需要と生産の長期見通し、農業生産工程管理（GAP）、家畜・品種の選択、

飼育の評価といった生物生産の計画および評価に関する「C-1 計画・評価」、および社会とのつながりや環

境の保全、倫理観に関する「C-2社会・自然とのかかわり」に区分した（表2）。「動物の飼育」では、「作物

の栽培」（荒木ら 2016）や「水産生物の栽培」（荒木ら 2017）に比べて育成計画がより長期的で、社会

とのかかわりには流通や経済、法律に関する用語が多く抽出された。これは、「動物の飼育」が国際規模で

貿易が行われる産業であり、国の利益に直結することから貿易に関する取り決めが細かく盛り込まれてい

るためであると考えられる。また、食育や食農教育、動物介在教育などの教育に関する用語も認められ、「動

物の飼育」に関する教育の事例が記載されていることにも注目したい。 

 (4)消費・利用 

「D消費・利用」には、畜産物消費のほか、動物介在療法、セラピーなどの生物活用に関する用語が含ま

れた（表2）。 

3-2 基礎概念の相互関連性 

これらの基礎概念間にみられる相互関連性は、「作物の栽培」（荒木ら 2016）と「水産生物の栽培」（荒

木ら 2017）での例示と整合性がとれていた（図 1）。ただし、「D 消費・利用」の提示に関して、「作物の

栽培」では“園芸療法”とされていたが、「水産生物の栽培」（荒木ら 2017）では“レクリエーション”に改訂

されている。「動物の飼育」に関しては、動物介在活動・動物療法などの用語もあり、動物を利用したこの

分野の広がりを考えさせられるが、レクリエーション利用に関する用語も認められることから、現段階では

“レクリエーション”の提示が妥当と考える。 
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Abstract 
In the subject of “nurturing living things” in the technology and home economics curricula, not 
only “cultivation of crops” and “cultivation of aquatic organisms” but also “animal keeping” are 
included. However, its content and systematic study guidance method has not been closely 
scrutinized for secondary students. This study aimed to construct a framework for the subject 
content around “animal keeping” from the perspective of “school subject content education.” 
Terminology associated with “animal keeping” was found in the existing literature from academic 
and educational fields. Consequently, its subject concepts were divided into four categories same 
as “crop cultivation” and “cultivation of aquatic organisms”: “primary production,” “secondary 
production,” “planning and evaluation” and “consumption and utilization.” Its mutual relationship 
between these subject concepts has been structured and a diagram made to illustrate the processes. 
On the other hand, it was shown as a difference with “crop cultivation” and “cultivation of aquatic 
organisms” that a lot of terms about “taxonomy and breeding” and “physiology and ecology” of 
animal were extracted. 
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